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1 .事業運営の総括 
今年度は、三年目ということで安定と挑戦の期となった。安定した点は会員数が100名弱となり
会員同士の交流が活発化やサービスを提供する幅が増えることで、会員を続ける方が多くなった
こと。さらに、累計130名以上の方がJOSSCAマイスター養成講座を受講するに至り、業界での
知名度が盤石なものになりつつある。一方で、挑戦したことは、【東京スーツフェス】を開催す
ることで紳士服業界の交流を深め、さらに【東京スーツウォーク】を実施することでスーツ好き
を集め、これまでの作業着的なスーツの立ち位置を、カジュアルな普段着としての需要の拡大を試
みた。 

2 .2023 年度事業報告  

1.1東京スーツフェス 
先述したように、紳士服業界の交流を狙ったスーツ好きによる、スーツ好きの為の、東京スーツ
フェスを開催。これは、業界初の試みでもありながら、来場者は500名以上とかなりの盛り上が
りをみせるフェスとなった。スーツはもちろん、靴やバッグ、縫製工場、生地屋、果ては美容師な
どが一堂に会し、それぞの意見交換の場ともなった。 

1.2東京スーツウォーク 
近年のオフィスカジュアルの風潮を受け、スーツも仕事着という役割からオシャレ着としての立ち
位置を確立することで、【スーツ】を通しての自己表現をさらに楽しんでもらうために企画したイ
ベント、東京スーツウォーク。東京駅から、有楽町をオシャレなスーツで歩く姿は、街の人々の視
線を集めた。やはり、スーツというのはカッコいい。そして、普段着にしても良いということをア
ピールできた。 

2.1フィッターから工場へ 
現在、JOSSCAでは130名以上のフィッターが養成講座を受講した。これは、とても素晴らしい
ことであり、快進撃といって過言ではないだろう。その上で、次なるフェイズとして工場との提
携を模索している。というのも、工場の考え方やパターンをJOSSCAがデザインできれば、我々
が考える妥協なき最高のスーツ作りができるからである。そして、ある工場からお声がかかり、目
下商談中である。この商談がまとまり、実現できれば、またオーダースーツ業界への発展は間違い
ないであろう。 

2.各種 
今までは主にYoutubeを用いて、当協会を広告していたが、今年度は別の媒体や、会員がそれぞ
れで取材を受けるなど、会員をサポートし、活躍することで、さらに協会への認知を獲得する良
いサイクルができた。今後も、このサイクルを強め、オーダースーツを始めるならJOSSCAという
常識を作っていく。












